
入場券 綴 り割引券(3回分)
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9月 5日 (土 )
13:時 I用瀑は12時開場〉

4月 のたにまち能
4月 5日 (日 )
131時間油は12時間場)
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主催/公益財団法人 II本能 楽 堂 (国登録有形文化財)TEL 06-6943-9454
一般券 5,500円 学生券 3,000円 15,000円



:_l‡ 本畿楽堂 定麟艤 1月 のたにまち能
令和8年 1月 10日 (土)
13時間演 (12時間場

13時始

素 謡「神歌」
翁

千歳

山本 章弘
笠田 祐樹

地謡 杉浦 豊彦
音井 基晴
森本 哲郎
山田  薫

え び ら

育L  I~;自191」 都へ向かう途中、西国の僧 (フキ)は摂津の国 。生田川のあたりにやって

きます。美しく梅が咲いていたので一行が一体みして眺めていると、一人の

男 (前シテ)が現れます。僧が男に梅の名を尋ねると、男はこの梅が「簸 (え
びら)の梅」と呼ばれていると答え、音、生田の森で源氏の梶原源太景李が

簸に梅の枝を挿して奮戦したことを話します。さらに、男は源平の合戦の様

子を詳しく語り始めます。日が暮れてきたので、僧が一夜の宿を求めると、

男は自分こそが景李の亡霊であると明かして、姿を消してしまいます。

その夜更け、梅の木陰で休んでいる僧の夢に、景李の亡霊 (後シテ)が

現れます。簸に梅を挿した若武者姿の亡霊は、修羅道の苦しみながらも、

簸に梅の枝を挿して戦う様子を見せます。夜が明けてくると、景李の亡霊は

僧に供養を頼み、その姿は消えてしまうのでした。
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ノ 休憩15分

狂 言

前シテ (男 )

後シテ (梶原源太景季)

ワキ (旅僧)

亀がアイ(所
の者)

山本 麗晃
〃

廣谷 和夫
茂山 虎真

後見  山本 章弘
上野 雄介

地謡 杉浦 豊彦
音井 基晴
今村 一夫
河村浩太郎

山田  薫
笠田 祐樹

笛

小鼓

大鼓

斉藤

飯田

谷口

敦

清一

正壽
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面を進載 |

1目
「
_目1」

都の市に出てきた摂津の国の喜売り(アド)は、同じくやってきた和泉の

国・堺の酢売り(シテ)と 出会います。始めのうちは険悪な雰囲気の二人で

したが、酢と喜の秀句を言い合っているうちに心境に変化が・・・

菫 (はじかみ)は、現代では生姜の別名とされていますが、かつては山椒

の別名であったといわれます。
シテ (酢売り)

アド(菖売り)

茂山千五郎

茂山  茂
後見  茂山 竜正 藤欝議

艤 11

m

か ん た ん

能 [~甘「軍『_|
中国の蜀に住む慮生 (ろせい)(シテ)という青年は日々漠然と暮らしてい
ました。ある時、楚の国の羊飛山に偉い僧侶がいると聞き、人生の師を求

めて旅に出ます。その道中、慮生は11「郭の里を訪れます。宿に立ち寄ると

女主人 (アイ)に勧められ、粟飯が炊けるまでの問、未来についての悟りを

得られるという不思議な枕を借りて一眠りすることにしました。

暫くして、慮生が寝ていると、楚の国の皇帝の勅使 (ワキ)に起こされます。

帝位を譲ると告げられると、慮生は輿に乗せられ豪華絢爛な官殿へと連れ

て行かれます。

慮生はそのまま皇帝として栄華の日々を過ごし、五十年が過ぎました。宮

殿では宴会が開かれ、慮生も興に乗って舞い始めると、途端に昼から夜、

春夏秋冬と時間が目まぐるしく移り変わり、今まで目の前にあった官殿も人々

も全てが消えてしまいます。気づけば、宿の女主人に粟飯が炊けたことを告

げられます。五十年の栄華も、わずかに粟飯が炊ける間の一炊の夢だった

のでした。枕の見せた夢により、慮生はこの世が停く無常であるという真理

を悟り、望みを叶えたことに満足すると故郷へと帰っていくのでした。  ´|

前シテ (慮生)

子方 (舞童)

ワキ (勅使)

ワキツレ (大臣)

ワキツレ (輿昇)

アイ (宿の女主人)

山下あさの

福王登一郎

福王 知登
喜多 雅人
中村 宜成
佐々木 秀

山下 守之

後見  河村浩太郎
笠田 祐樹

地謡 山本

森本

今村

上野

山田

前田

博通

哲郎

一夫

雄介

薫

和子笛 野口  亮
小鼓 林  大和
大鼓  守家 由訓
太鼓  中田 弘美V

終了予定 17時過頃
※公演の無断撮影・録音。録画は当能楽堂の著作権、演者の肖像権筈を侵害するおそれがありますので、固くお断りしま魂

N
国登録有形文化財

山本 能 楽 堂チケ
'卜

のご予約・お問い合わせ

TEL 06-6943-9454
(平日10時～17時、土日祝休み)

FAX 06-6342… 5744

山本能楽堂公式ホームページ

noh… theaterecoIIl

主催 :公益財団法人 山本能楽堂

特別協力:岩谷産業株式会社 一般財団法人 住野勇財団 株式会社タブチ
中西金属工業株式会社 株式会社ファルコホールディングス
細川悦男 森下仁丹株式会社 株式会社ユニオン(50音順 )

大阪市中央区徳井町 1-3‐ 6

東行一方通行

至 本町 中央大通

大阪メトロ谷町線・中央線「谷町四丁目駅」4番 出口より本町通 に沿つて西へ。

1筋 目 (ジャンボ酒場 )手前を右折。1筋 目を左折 してすぐ左手。徒歩 5分 。
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